
6大隅の甲殻類相

(1)概要

淡水域および汽水域を含めたいわゆる“陸水域”に生息する甲殻類は，おもにテナガエビ類，

ヌマエビ類，ザリガニ類，サワガニ類，およびイワガニ類に属している。鹿児島県の陸水産甲殻

類に関する研究は瓜田(1921)に始まるが，その研究では種名リストが上げられているだけで，

その生息分布の詳細は報告されていない。その後，久保(1936),上m(1970),諸喜田(1975,

1979)がエビ類の生息分布を,Minei(1973)がカニ類の生息分布調査を行ったが，調査対象地域

は種子島・屋久島以南の島々が主で，県本土では北薩地方がわずかに調査された程度である。

このように大隅地域は陸水産甲殻類研究の空白地域であったが，最近になって鈴木・津田（19

91),鹿児島県立博物館(1992),SuzukietqZ.(1993),鈴木・佐藤(1994)およびSuzuki&

Tsuda(1994)がその空白状態を埋めるように精力的に調査研究をした。これらの研究により，

本地区の陸水産コエビ類（テナガエビ類とヌマエビ類の総称）相は薩摩半島のコエビ類相と類似

するが，薩摩半島より若干南方系種が多く分布することが明らかになった。一方，純淡水産のサ

ワガニ類相については，日本に広く分布するサワガニに加え，大隅半島固有種の生息力確認され，

またサワガニにおける興味深い分布が明らかにされた。

このように本地区の陸水産甲殻類相が近接する薩摩半島のそれと若干異なるのは，それぞれの

半島の地史的形成過程が異なっていること，および各種生物の生活史の違いが，総合的に影響し

た結果と考えられる。生活史の中でも特に幼生の生活形や発育条件は大きく影響すると考えられ

る。

次に既報の文献を参考に，大隅地区に出現する陸水産甲殻類の分布状況および幼生の生活形に

ついて各科ごとに概説する。

①ヌマエビ科

本地区には，7種類のヌマエビ類が生息しているが，オニヌマエビ（口絵参照)，トゲナシヌ

マエビ，ヒメヌマエビの3種は西太平洋に広く分布する種類である。また，ヌマエビ（口絵参照）

とミナミヌマエビ（写真－1）は日本固有種で，ミゾレヌマエビとヤマトヌマエビは東アジア地

域に分布する種である。このうち南方系種のオニヌマ『｡:,

エビは内之浦町広瀬川でその生息が確認され，現在の

■

ところ本地区がオニヌマエビの分布北限と考えられる。・

一方，ミナミヌマエビは肝属川および鹿屋市内の池で

生息が確認され，本種の分布の南限は薩摩半島および

大隅半島と考えられる。

ところで，ミナミヌマエビを除く他の6種は，基本§[

的に幼生が海水中でないと発育できない両側回遊種、〆
，」か

（一部の地域では淡水域で生活史を完結しているヌマ、
･噂､

エビもいる）であるが，ミナミヌマエビは幼生も淡水：唾一＝■

で生育する純淡水種である。この点を考盧すると，オ 写真－1ミナミヌマエビ

ニヌマエビが本地区まで分布を拡げているのは，大隅

－47－



半島南東部が黒潮の影響を強く受けて，比較的亜熱帯気候に類似しているためと考えられる。こ

れはヘゴの自生が見られることでも類推される。一方，純淡水産のミナミヌマエビの分布が本地

区で終わっているのは，ミナミヌマエビの南進（分布域を気象や海象，地形の変動に合わせて南

へ拡げること）が，大隅海峡が形成されたあとに起こったためと考えられる。

②テナガエビ科

大隅地区には，スジエビ（口絵参照)，テナガエビ

（写真－2），ミナミテナガエビ，ヒラテテナガエビ，

コンジンテナガエビ，コツノテナガエビ（口絵参照）

の6種の生息が知られている。しかしながら，河口汽

水域の詳細な調査がされていないので，スジエビモド

キなどの小型テナガエビ類の生息については不明であ

る。

スジエビは鹿児島以北の口本各地韓国，樺太，択

捉島までの地域に分布しており，テナガエビ，ミナミ
写真－2テナガエビ

テナガエビ，およびヒラテテナガエビの3種は日本か

ら台湾にかけた束アジアの地域に分布する。一方，コンジンテナガエビとコツノテナガエビは広

くインドー西太平洋に分布する南方系の種で，これら2種の分布北限は今のところ本地区といえ

るが，その生息数は非常に少なくまれな種と考えられる。

本地区に出現するテナガエビ類のうち，スジエビは淡水域に主として生息するが，まれに汽水

域にも出現し純淡水種と言えるかどうかまだ問題がある。また，その分布の南限は屋久島で，先

に述べたミナミヌマエビよりも南にある。これは本種の南進がトカラ海峡形成後大隅海峡形成前

にあったことを類推させる。他の5種は基本的に両側回遊種と思われ，幼生は海水がないと発育

できないようである。ただし，一部の地域では陸封されたテナガエビが報告されている。

③アメリカザリガニ科

アメリカザリガニ（写真－3）は1926年に初めて日

溌 や
iu&もは底生生活に適した令期で孵化するので，近い将来

その分布を拡大することが懸念される。
写真－3アメリカザリガニ

④サワガニ科

大隅地区に生息するサワガニ類は，従来サワガニ1種とされていた。しかし，1994年にミカゲ

サワガニ（口絵参照）が新種として発表され，本地区には2種のサワガニ類が生息していること

が明らかになった。ミカゲサワガニは大隅地区に固有の種で，しかも垂水市と鹿屋市にまたがる

高隈山系と南大隅地区に位置する国見山・稲尾岳山系にのみ分布が限られている。全体に体色は

茶色を示しているが，ハサミの部分が白いのが生きているときの特徴の一つである（口絵参照)。

一方，サワガニにおいても大隅地区には興味深い現象が見られる。従来から，サワガニには色

』』’|’
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彩変異があることが知られており，甲らや足が赤色もしくは赤褐色を示すものと（口絵参照)，

脚やハサミは乳白色で甲らが青色を示すものがある（口絵参照)。大隅半島ではこの2つの色彩

型が肝属川水系を境にして，北大隅地区（財部町，末吉町，福山町，大隅町，松山町，垂水市，

輝北町，有明町，志布志町，鹿屋市の北部，大崎町，串良町，東串良町）には赤色系のサワガニ

が分布し，南大隅地区（鹿屋市の南部，高山町，内之浦町，吾平町，大根占町，根占町，田代町，

佐多町）には青色系のサワガニが分布している。この色彩の違いがどのようにしておき，また遺

伝的にどのような関係にあるのかは未だ明らかにされていない。

固有種のミカゲサワガニが生息し，かつ色彩の異なるサワガニがきれいにその分布域をわけて

いる大隅地区は，サワガニ類の種分化を研究するには格好の場所と考えられる。

⑤イワガニ科

現在まで大隅地区で報告されている陸水産イワガニ類は，モクズガニおよびオオヒライソガニ

の2種であるが，河口の汽水域を調査すればヒライソガニ，ケフサイソガニ，クロベンケイガニ，

アカテガニ，ベンケイガニ，フタバカクガニ，アシハラガニなどの生息も確認きれるであろう。

モクズガニとオオヒライソガニは淡水域と海水域を行き来する両側回遊種で，他の種は河口汽水

域から淡水域あるいは陸上部にも生息する種類である。本地区に出現するイワガニ類は，ほとん

どが西太平洋や東アジア地域に広く分布する種である。

⑥オカヤドカリ科

本科に属するオカヤドカリ類は“陸水産”の甲殻類ではないが，国指定の天然記念物でもあり，

大隅地区の特徴の1つでもあるのでここに記述する。オカヤドカリ類は昭和45年に国の天然記念

物に指定された。その後鹿児島県の南西諸島に生息することが明らかになり，昭和61年に鹿児島

県で実態調査が行われた。その折り，佐多町尾波瀬，田尻，早崎および枇榔島においてその生息

力確認された。おそらく日本固有種のムラサキオカヤドカリと思われるが，その生息数や繁殖の

有無は不明である。しかし琉球列島に多い本種が佐多町に生息しているのも，先に述べたように，

本地区が黒潮流の影響により温暖な気候になっているからと思われる。
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7大隅の昆虫相

はじめに

大隅地方（曽於郡・肝属郡）における昆虫類の調査は,1920年佐多町のツマベニチョウの記録

や高隈山のチヨウについて1942年の報文があるものの，本格的には戦後に開始された。1950年代

に曽於郡中南部の低地帯は，志布志高校生物部およびそれから誕生した大隅昆虫同好会（のち鹿

児島昆虫同好会）会員による調査がなされ，以後も記録の集積が続いて今日に至っている。佐多

岬一帯は1949年朝比奈正二郎がツマベニチヨウを再確認し，1952年の江崎悌三ほか5名による調

査記録が発表されるに及んで“日本の台湾”として有名になり,1950年代後半から1960年代前半

にかけて全国の研究者・愛好家の来訪が盛んで，かなり徹底した調査が行われた。しかしこのよ

うな南方指向はその後，屋久島や奄美諸島へと移り，佐多岬の観光地化もあって，調査熱はさめ

ていった。高隈山の1942年頃の記録は福岡中学修猷館の生物部誌などに報告が出ているが，疑問

種が多すぎて記録としては取り上げられない。その後1957～1963年に福田（筆者）は高隈山・鹿

屋市・佐多町などを調査し多数の報文を出し，鹿児島大学生物研究会のメンバーも会誌「T｣RRF]

N」にいくらか記録を残している。鹿屋市には1993年から大隅虫の会も結成され，新しい記録が

集積され始めた。

さらにこの間，近年各種開発や森林保全あるいは公園化のためのアセスメント調査が，志布志

湾沿岸，稲尾岳などを中心になされた。しかし，いずれも昆虫相の全般に及ぶものではなく，そ

の全貌が明らかにならぬまま，多くの興味ある森林が失われてしまった。それでも，残された断

片的な自然（照葉樹林）での調査は愛好者によって続行されており，注目すべき発見が相次いで

いる◎これらによりとくに肝属山地は南方系昆虫の北限地として重要なことは言うまでもなく，

多くの分布南限種の生息地として，さらにまた日南山地や高隈山との関わりのほか，屋久島とも

関連づけて見直す必要にせまられている。

(1)昆虫相の概要

本地域の大部分は笠野原台地を中心とする耕作地帯で，昆虫相としてはいわゆる人里昆虫を主

体としているが，西に高隈山，東に日南山地，南に肝属山地から佐多岬にかけての森林地帯があ

り，多くの森林性あるいは渓流性昆虫が生息している。また，低地に点在する湖沼にも注目すべ

き昆虫が少なくない。現在の知見から昆虫相の特色をまとめると次のようになる。

a)分布南限種が多い。大隅半島は生物地理学上の旧北区の南縁に近く，ここを南限とする種は

きわめて多い。それらはクロヒカゲ，ハルゼミなど人里に生息する普通種も多数含まれている。

田代町のオオカワトンボなどもそれに近い例かもしれない。肝属山地の森林や渓流にはムカシ

トンボ・スギタニルリシジミなど多くの貴重な種が残存し，シータテハやオオムラサキらしい

個体も目撃されており確認が待たれる。また，高隈山のブナ帯にはオオチヤイロハナムグリな

ど霧島山との共通種がいる。ただし，ここにはヤマキマダラヒカゲ，フジミドリシジミ，エゾ

ハルゼミなどは発見されず，今後に課題を残している。また1989年の志布志町四浦でのシータ

テハの発見は日南山地（曽於郡を含む）の重要性を示唆している。

b)分布北限種も多い。ウルム氷期にこの一帯に踏みとどまった可能性をもつ照葉樹林は，その

後の温暖化にともなって北上し，それとともに多くの南方系（ヒマラヤ型分布系・マレー型分
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布系）の昆虫が分布を広げたであろう。大隅地方には残存した古い時代のものと，新たに南方

から到達したものが混在していると思われる。その識別は容易でないが，クロイワツクツク，

チビサナエ（日南に及ぶ？)，ツマベニチヨウ（日南に達する）など，分布北限種やそれに準

ずるものがこの一帯を南方色豊かなものにしている。

c)肝属山地に屋久島との共通の特産種が生息している。1990年屋久島特産種とされていたカミ

キリムシ2種の甫与志岳西部における発見は，その後にタマムシ2種の追加記録を生み，他の

昆虫群にも大きな期待を持たせることになった。

d)特産種としては，サダヒラタゴミムシなどを挙げられるが，調査精度力塙いチョウやトンボ・

セミ類では知られていない。いくつもの昆虫群で，この地域で採集された新種と目されるもの

は多数いるが，真に大隅半島の特産種かどうかは今後の調査に待つしかない。ちなみに，稲尾

岳の甲虫類は1985年7～9月の短期間の調査ですら227種が採集され，ここでの新記録種は168

種，さらに新種と思われるもの20種がいたという。高隈山などの高地帯に隔離されたものの中

から特産種が発見されるであろうか。

大隅における昆虫相成立史の解明は，より詳細な調査と，各種火砕流を含む地史の検討など

総合的な視野から進めなければならない。今後は残された森林地帯のみならず，人工林のクヌ

ギ林，川沿いの自然木(ハルニレなど)，茅場・牧場としての草地・笹原，河口付近の湖沼・湿

地，古い湧水池・人工溜め池など，人々の生活と関わりの深い環境も重要な調査ポイントとな

る。

(2)本地域の注目すべき昆虫類

トンボ目

オオカワトンボ（カワトンボ科）が1994年津田清氏によって田代町の雄川中流域で確認された

(未発表)。ここではニシカワトンボ（別亜種または別種？）と混生している。過去に鹿児島市

(吉野町･1933年：常盤町・1957年),牧園町(1974年）の記録はあるが,､これらの地域では現在

発見されない。出現期は4～5月。

ムカシトンボ（ムカシトンボ科）は高隈山（鹿屋市･1959年）の記録があったが，近年，吾平

町神野渓谷，内之浦町小田川・一つ谷，高山町二股，田代町盤山で生息が確認された。また，安

楽川上流（新田山林道：末吉町一志布志町）でも目撃している（福田・未発表)。

ムカシヤンマ（ムカシヤンマ科）は高隈山（鹿屋市．1958年)，鹿屋市高須町（1958年)，内之

浦町（小田川・1977年，1995年：大原・1995年)，吾平町真戸原（1992年）に記録がある。チビサ

ナエ（サナエトンボ科）は佐多町（川口，辺塚)，田代町（新田)，内之浦町（小田川ほか)，吾平

町（神野渓谷ほか)，根占町（大竹野ほか)，大根占町（県民の森)，高山町（湯之谷)，鹿屋市

(打越ほか）など割に広く生息していると思われるが，高隈山系からは未記録である。なお，宮

崎県北川町でも1993年の北限の採集例(13)がある。

タイワンシオカラトンポ（トンボ科）は佐多町杉山谷（232旱，1994年)，内之浦町辺塚

(1芋，1995年）で北限の記録があるが，土着しているかどうかは未確認である。

このほか，有明町のハネビロエゾトンボ，ベニイトトンボ，ベッコウトンボ，内之浦町姫門

のミヤマアカネなど貴重な記録が多い。

半翅目

セミ類は9種を産する。ニイニイゼミ，クマゼミ，アブラゼミ，ツクツクボウシ，ヒメハルゼ
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ミ（古い照葉樹林にやや局地的)，ミンミンゼミ（局地的）はおそらく各市町共通。ハルゼミは

クロマツが残っておれば同じく共通で，九州本島が分布南限。ヒグラシは標高200～300m以上の

山地帯に生息し，佐多町の木場岳付近が九州本島での南限と思われる。本種は南方では種子島・

屋久島には産せずトカラ・奄美大島に生息している。高地帯でのエゾゼミ（モミなどの針葉樹林)，

エゾハルゼミ（ブナ林）は今のと‘ころ発見されていない。逆に大隅半島を北限としているクロイ

ワツクツクは，8月中旬から10月まで佐多町の海岸線沿いの照葉樹林に個体数が多く，鹿児島湾

側では1977年のように鳴き声が鹿屋市竹の崎，大根占町皆倉・神川で記録されたことがあり，太

平洋側では佐多町竹の浦付近まで記録がある。

タガメ（危急種）は，大崎町小能，有明町有明大橋，高山町たたら池での記録がある。

甲虫目

屋久島特産種とされていた4種の肝属山地における発見が最も注目される。すなわち，ヤクシ

マミドリカミキリ（食樹：ヤブツバキ)，クロモンヒゲナガヒメルリカミキリ（食樹：シキミ）

が1990年に甫与志岳山麓樹林で，さらに，ヤクシマナガタマムシが1991年に内之浦町佐牟田渓谷

で，ワタナベナガタマムシが1992年に甫与志岳で採集された。今後も他の科で同様な発見が相次

ぐ可能性が高い。

カミキリムシ科は肝属山地に151種が知られ，うち29種が分布南限であるという。このほか，

コガネムシ科のオオチャイロハナムグリ（高隈山)，フチトリアツバコガネ，タマムシ科のアヤ

ムネスジタマムシなど北方系，南方系ともに豊富であるが，大隅全体としてはまだ調査不足の感

は否めない。ハンミョウ科のイカリモンハンミョウが佐多町の大泊・田尻に多かったが，近年は

発見されない。

鱗翅目

チョウ類は調査精度が高く，概況や問題点をつかむにはよい素材であるが，ガ類の記録はまだ

不十分である。

チョウ類

この地域全体ではチョウ類93種の記録があり，うち土着種は80種，迷蝶は13種。土着種の内訳

はセセリチョウ科13種アゲハチョウ科11種，シロチョウ科7種，マダラチヨウ科1種，テング

チョウ科1種，シジミチョウ科20種，タテハチョウ科19種，ジャノメチョウ科8種。このうち61

種は，まだすべて記録されている訳ではないが，どの市町でも産すると思われる。非共通のやや

局地的分布をするものを生息環境別に見ると次のようになる。

照葉樹林にはキリシマミドリシジミ（高隈山・甫与志岳・稲尾岳)，渓流沿いの樹林にはハル

ニレを食樹とするシータテハおよびカラスシジミ，ミズキにつくスギタニルリシジミ，その他コ

ツバメ，サカハチチョウ。クヌギの人工林やコナラ林にはミズイロオナガシジミ，ミヤマセセリ，

このほか樹林性の種としてはオナガアゲハがある。

草原も重要な環境であるが，この地域には輝北町の西部，垂水市大野原をはじめ，各市町に小

規模ながら古い草地があり，ギンイチモンジセセリ（南限は根占町)，ジャノメチョウ（志布志

町，垂水市)，ヒョウモンチョウ類（ウラギンスジ，ミドリ，メスグロ，ウラギンの各ヒョウモ

ン）などが生息する。絶滅危倶種に指定されているオオウラギンヒョウモンは，曽於郡や鹿屋市

などに1950年から1960年代にかけて記録があり，ほぼ全域に生息していたらしいが，近年は発見

きれず，絶滅あるいは激減したことは確かである。しかし少数が生存している可能性もあり，各

地の草原を精査する必要がある。このほか丈の低い草地にはシルビアシジミが生息し,1950年代
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の安楽川や有明町の産地は消滅したが，肝属川下流域の堤防には生存している。クロシジミは幼

虫がクロオオアリと共生することで有名であるが，荒れ地・草地に生息し，鹿屋市，佐多町に記

録がある。タイワンツバメシジミはシバハギを食草として，各地に年1化の生活史をもつが，佐

多町南部には2化性の系統が生息している。

今では人里昆虫にもなったツマベニチヨウは，元来は亜熱帯・熱帯林の蝶であるが，佐多町で

は食樹ギョボクの植栽により増えた。大隅半島では内之浦町，鹿児島湾側では大根占町・根占町

あたりが大隅半島の定着地北限と思われるが，しばしば北方で採集され－時的に発生することが

ある。日本での北限は志布志湾の枇椰島，さらに宮崎県鵜戸神宮付近に達する。

なお，ゴマダラチョウ，サトキマダラヒカゲ，クロヒカゲなど大隅半島を南限としている普通

種がいることは興味深い。

迷蝶も多く，アマミウラナミシジミ（モクタチバナなどを食樹として，よく一時的な発生がみ

られる)，カバマダラ（トウワタ)，ウスキシロチョウ，リュウキュウムラサキなどの記録がある。

膜翅目

ハチ類については，大隅半島で185種を記録した長瀬(1981)によると，この地域は北方系の

種が少なく，全般的には貧弱である；ツチバチ類が多く，小型ジガバチが少ない；北限種もクロ

イワツチバチ，ミナミツチスガリなど少数にとどまっている；南限種は多いが，種子島などの調

査が進めばどうなるか分からない；特産種としてはナガセクロツチバチがある。

(3)市町別に見た昆虫相とその課題

ここでは各市町の特色や生息状況を概観する。調査の進度は地域による差が大きいが，おおま

かには鹿児島昆虫同好会会誌SATSUMAに出た報文数で知ることができる。

財部町

大川原峡から瓶てん山への渓流沿いの地域は県立博物館でも自然観察会を2回ほど実施したこ

とがあり，その記録は参加した鹿児島中央高校生物部員により，オナガサナエ，ミンミンゼミな

どが部誌「さんごじゅ」に報告されている。SATSUMAの報文は3編しかないが，トンボとヒョ

ウモンチョウ類の調査記録もあり，チヨウ類はオナガアゲハ，メスグロヒヨウモンなど24種の記

録がある。

末吉町

SATSUMAに11編の報文がある。チョウは41種。西の花房峡などの山地と河川流域はまだ調査

不足であるが，スギタニルリシジミなどの記録があり，ムカシトンボらしい個体も目撃されてい

る（1993年，福田・未発表)。シータテハなど九州山地系の種の発見に大きな期待が持てる地域

である。

大隅町

地形や植物相には特色の少ない地域であるが，昭和20年代に志布志高校生物部員の調査範囲で，

ギンイチモンジセセリ，ミズイロオナガシジミなど57種の蝶が記録されている。カラスシジミも

追加され,SATSUMAに7編の報文がある。

松山町

SATSUMAの報文は5編しかなく，特筆すべき昆虫の生息環境はないがいが,若干の未発表デー

タからみると平地産のほとんどの種は生息していると思われる。ハルニレの生ずる河川流域など

は大切な環境である。
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輝北町

西の丘陵地（牧場など）は草原性昆虫の生息地としてヒョウモンチョウ類などへの期待が持て

る。チョウ類は38種。市成小学校で1986年にツマベニチョウが採集されたことがある。平房には

ゲンジボタル，ヘイケポタル，ヒメボタルの3種を多産する。SATSUMAの報文は5編。

志布志町

海岸近くの低地から安楽川中流域は昭和20年代に志布志高校生物部員によりチョウ類を中心に

一通りは調査されている。県立博物館の昆虫少年団の活動でもかなりの種が得られているが記録

として残っていない。北部山地帯の渓流沿いの照葉樹林は近年伐採が進んでいるものの，シータ

テハなど希少種の生息地として注目される。

トンボ類ではアオハダトンボ（安楽川：絶滅？）の記録がある。ハッチョウトンボは安楽橋付

近で1958年に発見されたが，現在は絶滅。しかし夏井の休耕田で1993年に多産地が発見された。

チョウ類は73種が記録されており，昭和20年代からの変遷をいくらか知ることができる。たと

えば，ギンイチモンジセセリは1950年代には見られなかった種であるが,1969年から1978年ごろ

には横尾下，田之浦，安楽，若宮などに多産した。しかし，現在は姿を消している。ミズイロオ

ナガシジミは志布志中学校周辺のクヌギ林にも生息していたらしいが，現在は不明。森山などで

は若干の産地があるという。安楽川上流の田之浦，福島川上流の四浦にはスギタニルリシジミ，

ジャノメチョウ，サカハチチョウなどの産地がある。ちなみに，シータテハは1989年4月26日，

四浦のハルニレで幼虫が発見されたものである。

セミ類は夏井海岸にミンミンゼミが多く，志布志湾沿いの海岸にはハルゼミがいる。

甲虫類では海浜性のイカリモンハンミョウは1960年代に昔の志布志駅の下の海辺で記録された

が，現在は埋め立てられている。宮崎県の海岸線で近年発見された産地が点在しているので，夏

井などは可能性がある。

枇椰島は1951年以来7～8月を中心に十数編の調査報告がある。チョウは34種の記録があるも

のの，3分の1は偶然飛来した非土着種で，毎年ここで世代を重ねている種は少ないと思われる。

ツマベニチョウは1975年から1982年の間に侵入したらしいが，現在は定着しているようである。

ガ類では南方系のベニモンコノハが注目される。森林性の甲虫は意外に多いので，年間を通して

各群の昆虫を調査すれば面白ところである。

有明町

低山地，人里性の種が一通りは見られる。チョウ類は土着種63種が知られ，発見の期待がかか

る種としてはヒメキマダラセセリ，ミヤマチャバネセセリ，オナガアゲハ，ミヤマカラスアゲハ，

カラスシジミ，クロシジミ，タイワンツバメシジミ，ウラギンスジヒョウモン，サカハチチョウ，

ジヤノメチョウなどがある。トンボ類では普現堂池（蓬の里）で1990年に36種が記録された。な

かでも，ベニイトトンボは貴重である。1991年にはハッチョウトンボもいたらしいが，その後発

見されていない。この池が多様性を持つよう管理されればさらにトンボ相は豊かになろう。国立

病院近くの池（湿地帯）では近年ベッコウトンボが発見されている。ホタル類はゲンジ・ヘイケ

のほかヒメポタルが蓬原に生息する。SATSUMAには14編の報文がある。

大崎町

チョウ類は53種が記録きれているが，未発表の種がいくらかあるかも知れない。有明町と類似

した昆虫相と推定される。ここでは海浜の砂丘やクロマツ林の調査に期待がかかる｡タガメは

1980年小能の川で採集されたもので，県昆虫展に出品きれていた。SATSUMAの報文は24編。
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垂水市

高隈山の西麓部として比較的よく調査されている。本城川中流・上流域の照葉樹林と高峠・大

野原などの草原は注目すべき昆虫類の生息環境である。猿ケ城渓谷にはカラスシジミ，スギタニ

ルリシジミ，トラフシジミ，コツバメなどのチヨウ類やミナミヤンマなどのトンボ類が見られる。

一方，大野原の草原では1958年ジャノメチョウの記録があるが，その後発見されていない。高峠

とともに草原の維持は大きな課題であろう。高峠にある鹿大農学部の演習林一帯の昆虫相は蛾類

なども一通り調査されているが，まとまった目録はない。また，市街地の植栽されたギヨボクに

ツマベニチョウが飛来・発生したことがある。SATSUMAには51編の報文がある。

高隈山

山頂部のブナ帯は照葉樹を含み，オオチャイロハナムグリ，オニクワガタ，キリシマミドリシ

ジミなど注目すべき種が見られる。しかし，南限のブナにどのような昆虫がついているかはまだ

よく分からない。虫えいをつくるタマバエでブナにつくものとして，紫尾山では9種，高隈山で

は4種が知られている。紫尾山のようにフジミドリシジミ，エゾハルゼミなどのブナ依存種は未

発見である。甲虫類ではモウセンハナカミキリ，ムモンチャイロホソバネカミキリ，セダカコブ

ヤハズカミキリ，オオセンチコガネなどが注目される。

鹿屋市

自然度の比較的高い高隈山の森林帯と渓流域，人里環境の市街地，耕作地，湖水さらに南の横

尾岳（草地）など変化にとんだ環境をもつ。したがって，貴重な種類は高隈山に多いが，その周

辺部にも興味ある昆虫が少なくない。その中で北部の高隈渓谷（重田渓谷）はムカシトンボ，ム

カシヤンマなどのトンボ類，スギタニルリシジミ，コツバメ，トラフシジミ，サカハチチョウな

どのチョウ類の生息地である。大隅湖はまだ歴史が浅く今のところ特筆すべき種は見られないが，

七つ谷ではアオハダトンポ，小屋谷ではオオハラビロトンボ，下高隈の谷田ではハッチョウトン

ボの記録がある。チョウ類は83種が記録され，中でもクロシジミは貴重である。本種は高牧町の

荒れ地・草地のアキグミにつくグミキジラミの近くに産卵し，幼虫はクロオオアリに運ばれてア

リの巣で育つ。最近はハングライダーの練習場の草地に細々と生き残っている。SATSUMAに

は110編の報文がある。

串良町

ほとんどが笠之原台地の耕作地帯であるが，チョウは56種が記録されている。肝属川の堤防草

地は年間を通して調査すれば，かなりの草原性昆虫が明らかになると思われる。SATSUMAに

は22編の報文がある。この中には，細山田中学校のプールに1992年～1993年，18種のトンボが飛

来して，タイリクアカネ，ネキトンボ，ウスバキトンボなどが産卵してここで発生したという報
告もある。

東串良町

1980年「東串良町誌」に「昆虫」としてまとめてある（福田)。チヨウ類はその後追加されて46

種になった。SATSUMAには14編の報文がある。

高山町

国見山，黒尊岳，甫与志岳，八山岳と続く山地帯の北西山麓部，とくに甫与志岳西麓の湯ノ谷，

二股川にかけて渓流沿いに残された照葉樹林は未知の昆虫類の宝庫といってよい。ここでは従来

屋久島特産種とされていた甲虫類（前記）が発見され，今や稲尾岳に勝るとも劣らない肝属山地

のなかで最も貴重な樹林となった。ケブカトラカミキリの自然分布地でもあるこの樹林は，今後
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も人手を加えることなく保護して欲しい。渓流にはムカシトンボ，ムカシヤンマ，ミナミヤンマ

などのトンボ類も豊富である。ほかにも本城のアオサナエ，尾牟礼のチビサナエなど注目種が多

い。チヨウ類は65種が記録され，高地の照葉樹林にはキリシマミドリシジミも産する。低地の湖

沼（池之園池）では水生甲虫のコガシラミズムシ類（3種)，ゲンゴロウ類（15種)，ミズスマシ

類（2種)，ガムシ類（16種）の記録がある。SATSUMAの報文は27編。

吾平町

八山岳北麓部の神野渓谷でムカシトンボ，オジロサナエなどのトンボ類の記録がある。SATS

UMAには10編の報文があり，チョウは57種が記録されている。

内之浦町

国見山から甫与志岳をへて稲尾岳にいたる東側の山地帯の照葉樹林は，ここから高山町にかけ

て志布志湾の砂浜に変わっていくが，風などのため低い樹木が多く，人手も入って量的にもあま

り多くないにもかかわらず，姫門のスギタニルリシジミ，チビサナエ，五郎ケ元のミナミヤンマ，

小田川上流のムカシトンボなどが生息している。チョウ類は70種が知られ，ツマベニチヨウの大

隅半島での北限が国見山山麓部にある。SATSUMAの報文は29編。

大根占町

八山岳から鹿児島湾にそそぐ神ノ川流域はまだよく調査されていない。SATSUMAには20編

の報文がある。チョウ類は63種が記録されている。

根占町

辻岳，野首岳，木場岳などの山地帯は面白い環境であるが，まだよく調査されていないのが惜

しまれる。SATSUMAには39編の報文があり，チョウは59種の記録がある。

田代町

荒西山から六郎館岳，ざらに稲尾岳へ続く山地帯に始まる雄川水系は，オオカワトンボのいる

ことが明らかになり新たな注目を集めている。ただ，源流部はすでに照葉樹林が少なく，スギタ

ニルリシジミは発見されない。稲尾岳からその北西部にあたる花瀬から鵜戸野，さらに盤山にい

たる一帯は比較的調査がなきれている。盤山にはムカシトンボ産し南限となっている。オオムラ

サキがいるだろうか？SATSUMAには24編の報文しかないが，稲尾岳をめく、る調査報告書が参

考になる。今後は照葉樹林の残存する小さな渓流域の調査に期待がもてよう。

佐多町

よく調査されているのは伊座敷から大泊を経て佐多岬にいたる地域で，ひところかなり注目き

れたが，南西諸島の調査が進み，さらに佐多町から内之浦町にかけての太平洋側の調査が進むに

つれ，その特殊性はいくらか低くなり，観光地化して調査対象地としての興味は減少した。しか

し割によく保存された樹林はまだ魅力がある。甲虫のヤマトサビクワガタは，本町と徳之島で発

見された新種であった。ただ，この地域で採集きれた多くの昆虫は，多年にわたって各地の文献

に発表されており，それらをまとめた昆虫目録はまだ作成されていない。東側の大泊から稲尾岳

下にいたる海岸線の樹林，木場岳～稲尾岳の森林地帯の調査記録は少ないが，チビサナエ，スギ

タニルリシジミ（南限）を産する。SATSUMAの報文は105編。記録されたチョウは75種。本町

の名を持つ昆虫にはサタサビカミキリ，サダヒラタゴミムシ，サダツヤゴモクムシ，サタアナア

キゾウムシなどがある。以前はツマベニチョウを地元ではサタチョウと呼んでいた。このチョウ

の舞い飛ぶ姿とクロイワツクツクの特異な鳴き声はこの地域の自然の風物詩である。照葉樹林だ

けでなく，路傍には食草シバハギの開花期に合わせて羽化する多化性のタイワンツバメシジミが
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いる。ちなみにこのチョウは佐多町以外では年1化である。海浜性昆虫も多彩であるが，かつて

は田尻と大泊の砂浜に多かったイカリモンハンミョウ（絶滅危急種）が姿を消したのが惜しまれ
る。

謝辞：本稿を草するにあたり,SATSUMAの文献について資料を提供していただいた大坪修一

氏（樋脇小学校）に深謝の意を表する。

参考文献

ここでは主なものを紹介するにとどめるが，1980年代初期までのものは「鹿児島県の自然環境

に関する文献目録」（鹿児島県環境管理課，1985：総頁148）にまとめてある。

鹿児島昆虫同好会会誌「SATSUMA」

中尾健一郎（1968）鹿児島県のハンミヨウ.SATSUMA17(50):13-20.

長瀬博彦（1981）鹿児島県の蜂.SATSUMA30(86):253-287.

松井英司・高井泰・田辺力（1988）鹿児島県の水生甲虫相.SATSUMA37(100):61-115.

森一規（1988）鹿児島県カミキリムシ分布表.SATSUMA37(100):119-148.

湯川淳一（1988）鹿児島県のタマバエゴール.SATSUMA37(100):175-205.

大坪修一・田中洋(1988)鹿児島県産蝶類・市町村別分布表.SATSUMA37(100):223-238.

本文中に記したようにこの雑誌には多数の報文が出ているが，バックナンバーは県立博物館や
県立図書館で見ることができる。

。その他の雑誌

江崎悌三ほか5名（1953）大隅採集旅行記．新昆虫6（3）：32-45．

上宮健吉（1966）鹿児島県大隅半島の蛾類.LEBEN(8):34-47.

中根猛彦・牧野信市（1985）日本と台湾に産するサビクワガタについて.月刊むし（169）18-25．

森一規(1991)大隅半島南部のカミキリムシ．月刊むし(240):4-13.

藤田宏（1991）九州本土に屋久島があった〃・月刊むし（240）：14-15．

堤内雄二（1996）大隅半島で採集した屋久島特産種のタマムシ．月刊むし(308):36.

福田晴夫（1993）曽於郡南部の生物的自然．松径（志布志高校研究紀要）（1）：1-5．

松木和雄ほか(1995)大隅半島のトンボ類．九州虫の会会誌(15):13-35.

今村久雄・今村浩継（1996）大隅半島のトンボ類の記録．大隅昆虫記(3):16-30.
．調査報告書

竹村芳夫（1973）大隅半島南部の昆虫．大隅南部自然公園予定地学術調査報告書：71-96．（鹿児
島県／国立公園協会）．

竹村芳夫・福田晴夫（1975）昆虫類．志布志湾地域の生態学的基礎調査，昭和49年度報告書：

107-035.(地域開発コンサルタンツ）

福田晴夫（1986）動物調査・昆虫類．環境保全対策基礎調査報告書・大隅地区：235-374．（九州
農政局計画部資源課）

櫛下町鉦敏（1986）稲尾岳自然環境保全地域及び周辺地域の昆虫相．稲尾岳自然環境保全地域

調査報告書：175-204．（環境庁自然保護局）

中根猛彦ほか4名（1986）稲尾岳自然環境保全地域及び周辺地域の甲虫相．稲尾岳自然環境保

全地域調査報告書:205-230.(環境庁自然保護局）
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松比良邦彦（1995）大隅半島における希少なトンボの分布調査．公益信託タカラハーモニス

トフアンド第10回研究助成報告：37-46.

・鹿児島県立博物館の刊行物

鹿児島県立博物館収蔵資料目録第1集（1992年：トンボ・セミ）；第2集（1993年：チョウ）；

第3集（1994年：ガ・ハエ・カメムシ・ハチ・バッタ・甲虫)。1950年代から福田が大隅地方で

採集した多くの昆虫についての細かなデータはこれに出ている。もちろん1980年代以降の収集資

料も含まれる。

(執筆者：福田晴夫，江平憲治）
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S大隅の両生類・爬虫類相

(1)大隅の両生類・爬虫類の概要

両生類・爬虫類はそれぞれの習性から，川の源流域の森林から平野部や耕作地，湖沼，河川な

どの環境を選び，それに適応しながら生きている。

両生類・爬虫類の中で大隅地区だけに生息するというような固有の種はなく，また，環境庁の

編纂した「レッドデータブック」（日本の絶滅のおそれのある野生生物）の掲載種もない。しか

し，稲尾岳はプチサンショウウオの生息の南限である。肝付山塊に生息するサンショウウオは学

者によっては種の分化が進んでいるとして，現在，検索の研究を進めているなど学術的な注目を

あつめている。

大隅の両生類・爬虫類相に関しては環境庁(1993)により，鹿児島県内の生息種について概要を

つかむことが出来る。肝属川水系の両生類・爬虫類相については筆者らによる建設省(1994)の報

告がある。川の源流域に生息するプチサンショウウオについて森田(1989)の記載がある。

今回の調査対象市町村は，曽於郡の大隅町，輝北町，財部町，末吉町，松山町，志布志町，有

明町，大崎町の8町。肝属郡の垂水市，鹿屋市，串良町，東串良町，内之浦町，高山町，吾平町，

大根占町，根占町，田代町，佐多町の2市9町である。

(2)両生類相・爬虫類相の概説

日本の両生類・爬虫類の分布状況は哺乳類と似ているが，移動能力や環境適応に限界があり，

地域を限って生息・分布する種も多い。

両生類・爬虫類はあまり目立たない存在であるが，近年，急速に進んでいる開発や環境破壊の

進行状況をつかむ目的の「環境アセスメント」調査などを行うときの指標動物として重要な生物

であり，重要視されている。

現在，大隅に生息するとされる両生類・爬虫類にはプチサンショウウオ，イモリ，二ホンヒキ

ガエル，アマガエル，タゴガエル，ヤマアカガエル，二ホンアカガエル，トノサマガエル，ヌマ

ガエル，ウシガエル，ツチガエル，シュレーゲルアオガエル，カジカガエル，アカウミガメ，イ

シガメ，スッポン，ヤモリ，ニホントカゲ，カナヘビ，シマヘビ，ジムグリ，アオダイショウ，

シロマダラ，ヒバカリ，ヤマカガシ，マムシの26種があげられる。

今回は分類段階の目のグループごとに，既存の関係資料と文献を参考にし，一部に筆者の知見

を加え鹿児島県の大隅の両生類・爬虫類相について概説する。

①サンショウウオ目

a・ブチサンショウウオ

ブチサンショウウオは山地渓流型のサンショウウオで，森田(1989)によれば大隅の高隈山

と稲尾岳の生息を示している。筆者(1996)の夏と秋の調査で，稲尾岳の沢，並びに源流域で

本種の幼生を多数確認出来た。同じように，筆者(1996)の夏と秋の高隈山の調査で，西斜面

（本城川の源流域）の二本の沢の確認調査を行ったが，この時は発見できなかった。

b・イモリ

イモリは大隅の全域の山間部の湧水地や小川で確認出来る。しかし，以前は水田などでも

多数確認出来たが，最近は農薬などの害のおよばない地区だけにわずかに生息しているよう
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である。

②カエル目

a・ニホンヒキガエル

ニホンヒキガエルは大隅の全域で確認出来る。肝属川水系の上流から下流まで，また，水域

から離れた耕作地や集落内でもみられる。筆者(1996)の夏の調査で，稲尾岳の頂上に近い稜

線で確認している。

b・アマガエル

アマガエルは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的なカエルである。

C..タゴガエル

タゴガエルはアカガエル科のタゴガエル属として分類されているカエルである。山地に普

通にみられる種であるが，伏流水中に少数の大きな卵を産む変わった繁殖習性をもつ特異な

種のため，その存在があまり知られていない。稲尾岳・高隈山の筆者(1996)の夏と秋の調査

で多数の個体を確認できた。

d.ヤマァカガエル

ヤマアカガエルの生息は，環境庁(1993)によれば鹿児島県全域に分布しているようになっ

ている。筆者の採集調査では現在のところ確認できていない。

e・ニホンアカガエル

ニホンアカガエルは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的なカエルである。

f.トノサマガエル

トノサマガエルは大隅の全域の河川および水田などの水辺で確認出来る，ごく一般的なカ

エルである。

9．ヌマガエル

ヌマガエルは大隅の全域の河川および水田などの水辺で確認出来る，ごく一般的で数の多

いカエルである。

h.ウシガエル

ウシガエルは大隅の全域の河川や池等で確認できる。本種は食用蛙として日本にもたらさ

れたが，原産地はアメリカ合衆国で，日本では帰化動物の代表的な種である。鳴き声が牛の

鳴き声に似るため，この名がついている。

i・ツチガエル

ツチガエルは大隅の山地の水田や小川でみられ，ヌマガエルと一部重複するが，数は少な

いo

j・シュレーゲルアオガエル

シユレーゲルアオガエルは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的なカエルである。しかし，

緑色をしたカエルであり，アマガエルと混同されていたためあまり知られていない。秋の暖

かい日の夜など，カツ・カツ・カツ・カツという特徴のある鳴き声で鳴く。

k・カジカガエル

カジカガエルは大隅の山地の渓流域，とくに玉石がごろごろと転がり，水しぶきをあげて

流れる清流であれば，ほとんどの川でみられる。数は多くない。

③カメ目

a・アカウミガメ
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アカウミガメは日本本土で産卵する唯一の海亀であり，特に鹿児島県・宮崎県の上陸頭数

が多い。鹿児島県の大隅半島の海岸では，太平洋側で砂浜をもつ志布志湾に接する海岸での

上陸が多い。しかし，岩礁地の多い佐多町辺塚漁港のわずかな砂浜にも上陸しているのを確

認したが，今後，詳細な海岸線の調査を行い，上陸状況を把握する必要があろう。

b.イシガメ

イシガメは淡水産の亀で肝属川などの主要河川，池，渓流でみられ，幼体はゼニガメとも

いわれる。

c・スッポン

スッポンは肝属川やその他の主要河川でかなり多くみられる。

④トカゲ目トカゲ亜目

a・ヤモリ

ヤモリは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的なヤモリである。主に民家，農作業小屋，

乾燥した木の皮の裏側などで，雨が直接かからない場所をすみかにしている｡

b・ニホントカゲ

ニホントカゲは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的なトカゲである。おもに，耕作地や

山林，林道などでみかけ，やや乾燥した環境を好むようである。

c・カナヘビ

カナヘビは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的なトカゲで数も多い。おもに，草原，耕

作地，河川敷などでみかけ，小さい昆虫のバッタ類の多い環境を好むようである。

⑤トカゲ目ヘビ亜目

a・アオダイショウ

アオダイショウは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的なヘビである。おもに，民家周辺

でネズミを餌にしているため必然的に集落内に多いことになる。しかし，人里から離れた森

林内でも見かけることがある。

b・シマヘビ

シマヘビは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的で最も多いヘビである。おもに草原，耕

作地，河川敷でみられ，特に肝属川の河川敷内で最も多いヘビである。ほとんどの成蛇は灰

色に縦縞が多いが，全身真っ黒な黒色型のシマヘビも多い。また，シマヘビの幼蛇は赤っぽ

い縞模様をしていて，別種のヘビを思わせるような体色をしている。この種は他のヘビに比

べ攻撃的な特性を持っている。

c・ジムグリ

ジムグリは大隅の全域で確認出来るヘビであるが，数はあまり多くない。幼蛇と成体との

体の模様が極端に違っており，とくに幼蛇の模様は美しい。

d・シロマダラ

シロマダラは大隅の全域で確認出来るヘビであるが，数はあまり多くない。白と黒の斑模

様は特徴がある。

e・ヒバカリ

ヒバカリは大隅の全域で確認出来るヘビであるが，数はあまり多くない。やや小型のヘビ

で，目の後ろの模様と腹板の縁の点状の模様が特徴である。

f・ヤマカガシ
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ヤマカガシは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的で多いヘビである。おもに水田，池，

沼地などでカエルを餌にするため，水辺に近い環境を好む。

9.ニホンマムシ

ニホンマムシは大隅の全域で確認出来る，ごく一般的なヘビである。おもに水田，池，沼

地などでカエルを餌にするため，水辺に近い環境を好む。

参考（引用）文献

鹿児島県(1989)鹿児島のすぐれた自然鹿児島県保健環境部環境管理課

環境庁（1981）．日本の重要な両生類・爬虫類一南九州・沖縄版.大蔵省印刷局東京

環境庁(1991)日本の絶滅のおそれのある野生生物一レッドデータブツクー．日本野生生物研究

センター．東京

環境庁（1993）．日本産野生生物目録一本邦産野生動植物の種の現状一．自然環境研究センター

東京

建設省(1994)河川水辺の国勢調査（両生類・爬虫類・哺乳類調査）・肝属川建設省河川局治

水課

前田憲男・松井正文（1989）日本のカエル図鑑共立出版株式会社東京

松井孝雨(1976).カエルの世界平凡社東京

松井孝雨（1977）．ヘビの世界平凡社東京

中村健児・上野俊一（1963）原色日本両生爬虫類図鑑保育社大阪

千石正一（1979）．原色両生・爬虫類.家の光協会東京（執筆者：鮫島正道）

プチサンショウウオの生息地

二ホントカゲ

戸の
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9大隅の烏類相

(1)大隅の鳥類の概要

日本の鳥類の生活は1年を通じてみると，繁殖期と非繁殖期からなり，その間に渡りを行う移

動性のものと，周年定着性のものとある。移動性のものには短距離の地域移動から長距離の渡り

まであり，何れも繁殖地と越冬地の年周期移動である。烏を移動の観点からみると，渡り鳥（冬

鳥・夏鳥・旅烏）と留鳥（漂烏・真留鳥・半留鳥）に区分される。

大隅地区でみられる鳥類は，一年を通して生息する留鳥（カラスやスズメ等）と，春になれば

繁殖のために北に渡っていく冬鳥（カモ類やツグミ等）や南から渡ってくる夏烏（ツバメやワシ

タカ類等)，そして，秋になると越冬のために北から渡ってくる冬鳥（カモ類やツグミ等）や南

に渡っていく夏鳥（ツバメやコアジサシ等）がある。大隅半島は鷲膳類の渡りでも有名であり，

異常気象などによって迷烏の飛来もよく話題に上る地域である。

今回の調査対象市町村は，曽於郡の大隅町，輝北町，財部町，末吉町，松山町，志布志町，有

明町，大崎町の8町。肝属郡の垂水市，鹿屋市，串良町，東串良町，内之浦町，高山町，吾平町，

大根占町，根占町，田代町，佐多町の2市9町である。

(2)鳥類相の概説

大隅地区の純粋な鳥類となると，周年を通して当地に生息する烏の留鳥であろう。ここでは留

鳥を中心に記載するが，渡り鳥について簡単に，また，環境庁編「レッドデータブツク」（日本

の絶滅のおそれのある野生生物）に掲載されている特殊烏類については，既存の関係資料と文献

を参考にし，一部に著者の知見を加え，各グループごとに概説する。

①カイツブリ目

カイツブリは大隅地区の河川や湖沼に一般的で，一年を通して生息する留鳥である。大隅地区

ではこのほかに冬鳥としてカンムリカイツブリ，アカエリカイツブリ，ミミカイツブリ，ハジロ

カイツブリが飛来する。

「レッドデータブック」の危急種としてカンムリカイツブリがあるが，鹿児島県(1987)では大

隅湖1985.3.7：1羽の記録がある。大隅ブロック野鳥の会(1997)では肝属川河口1996.1.15：1羽，

大崎町菱田川1997.1.26：3羽，大隅湖では冬季よくみかけるとある。

②ミズナギドリ目

オオミズナギドリは鹿児島県(1987)では佐多枇榔島で繁殖するとある。

ハシポソミズナギドリは志布志湾沿岸1974.5.19～20:121羽(11羽生存）漂着，志布志大泊ま

り海岸1974.5.20:7羽死体で打ち上げられた記録がある。

③ペリカン目

ペリカン科ハイイロペリカンは古い記録であるが，志布志町安楽川河口1919.10～11:1羽の

記録がある。

カツオドリ科カツオドリは佐多岬，大崎町横瀬などに飛来する。

ウ科カワウは鹿屋市大隅湖でみられる。ウミウは佐多岬をはじめ錦江湾，太平洋岸で冬季にみ

られる。

グンカンドリ科オオグンカンドリは佐多町1985.10.6：1羽，著者は肝属川河口柏原海岸キヤン
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プ場にて1980.8.25:1羽確認している。

④コウノトリ目

大隅地区の河川や湖沼にみられるサギ科の鳥は，ヨシゴイ，ミゾゴイ，ゴイサギ，ササゴイ，

アマサギ，ダイサギ，チユウサギ，コサギ，アオサギなどである。クロサギは海岸線に一年を通

して生息する烏である。

上記のサギ科の鳥のなかで「レッドデータブック」の希少種としてミゾゴイが，鹿児島県(1987）

の記録で末吉町二之方1979.5.11：1羽，佐多町大泊1984.10.16～17:1羽がある。大隅ブロッ

ク野鳥の会(1997)では鹿屋市王子町和田井堰1991.7.27：1羽の記録がある。

トキ科の烏で「レッドデータブック」ではヘラサギ，クロツラヘラサギをいずれも希少種とし

て区分している。ヘラサギは大崎町菱田1984.11.11：1羽の記録がある。大隅ブロック野鳥の会

(1997)ではヘラサギとクロツラヘラサギを東串良町川西肝属川1992.2：各1羽確認している。

⑤カモ目

ガンやカモの仲間はほとんどが冬烏であるがカルガモは留鳥とされている。しかし，夏も居残

るカルガモは極一部であり，ほとんどは他のカモ類と同じで渡り鳥である。大隅地区ではコハク

チョウ，アカツクシガモ，ツクシガモ，オシドリ，マガモ，カルガモ，コガモ，トモエガモ，ヨ

シガモ，オカヨシガモ，ヒドリガモ，オナガガモ，シマアジ，ハシビロガモ，ホシハジロ，アカ

ハジロ，キンクロハジロ，スズガモ，ホオジロガモ，ウミアイサそしてカワアイサの記録がある。

これらのガンカモ類の中で「レッドデータブック」ではツクシガモは危急種，コハクチョウ，ア

カツクシガモ，オシドリ，トモエガモ，アカハジロは希少種として区分されている。

ツクシガモは大隅ブロック野鳥の会(1997)では有明町菱田川1996.1.7：4羽の記録がある。

コハクチョウは大隅ブロック野鳥の会(1997)では内之浦町岸良1994.12.4：1羽の記録がある。

アカツクシガモは鹿児島県(1987)での記録で志布志1984.11がある｡

オシドリは鹿児島県(1987)の記録で末吉町二之方1985.6.27:2羽,1986.1.19：4羽，垂水市鹿大

高隈演習林串良川上流大隅湖1983.11.20:6羽,1983.12.20:97羽.1984.1.14:10羽,1986.12.16:36羽

がある。大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録では高山町鑪池1991.8.11:6羽，同地1991.10.21:10

4羽の観察がある。1991.8.11：6羽のエクリプスの写真記録があり，夏場の確認は繁殖の可能性を

示唆するものである。

トモエガモは鹿児島県(1987)の記録で大隅湖1986.12.16：5羽がある。大隅ブロック野鳥の会

(1997)の記録では鹿屋市川東町1996.10.26:数羽，大隅湖でも数羽観察している。

アカハジロは大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録では肝属川河口1996.1.7：5羽がある。

⑥タカ目

ワシタカ類ではミサゴ・トビが留鳥である。トビは海岸や湖沼そして市街地に多くごく一般的

な烏である。ミサゴは大きな河川や岩礁地区にみられる。大隅地区ではこのほかにワシタカ科の

ハチクマ，オジロワシ，オオタカ，アカハラダカ，ツミ，ハイタカ，ケアシノスリ，オオノスリ，

ノスリ，サシバ，クマタカ，カラフトワシ，チュウヒ。ハヤブサ科のハヤブサ，チゴハヤブサ，

．チョウゲンボウ，チョウゲンボウの記録がある。これらワシタカ類の中で「レッドデータブッ

ク」ではオジロワシ，クマタカは絶滅危倶種，ミサゴ，オオタカ，チュウヒ，ハヤブサは危急種，

ハチクマ，ハイタカは希少種として区分されている。

オジロワシは鹿児島県内では冬季に出水平野に稀に飛来する。大隅地区では大隅ブロック野烏

の会(1997)の肝属川河口・高山町波見1992.3.21：1羽(幼烏），同年3.14,同個体と思われる幼
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烏を鹿大野烏研が桜島で確認している。

クマタカは鹿児島県(1987)の記録で佐多岬1977.10.8～11:2羽,1979.10.3～21:2羽，高隈山

大篦柄岳山頂1987.2.1：1羽，大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録では高山町権現山1996.10.12:

1羽，内之浦町岸良1995.9：2羽，1995.1：1羽がある。

ミサゴは肝属川河川および河口，大隅湖で年間を通して見られるが，鹿屋市市街地にも出現す

る。肝属川河口付近では繁殖も確認できている。

オオタカは鹿児島県(1987)の記録で佐多岬1975.10.10:8羽(渡り),1977.10.10:1羽(渡り),

佐多町大泊1983.12.23：1羽。大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録では高山町1996.10.19：1

羽，高山町鶴峯橋1996.10.17:1羽，串良町共心1996.10.10:2羽，桜島有村1996.10.15:1羽

がある。

チュウヒは佐多岬において渡りの個体を確認できる。

ハヤブサは佐多岬毎年10月10日前後に渡りの個体を確認できる。大隅ブロック野鳥の会(1997)

の記録では串良町林田橋1996.5.25：1羽，高山町有明1996.10.10:1羽がある。

ハチクマは大隅半島全域において毎年渡りの個体を確認できる。鹿児島県(1987)の記録で田代

町稲尾岳中腹1985.10.13：1羽がある。大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録でも毎年渡りの個

体を確認している。

ハイタカは大隅半島全域において毎年渡りの個体を多数確認できる。

⑦キジ目

大隅地区ではキジ類はコジュケイ・キジ・コシジロヤマドリが留烏であり，ウズラは冬鳥とし

て飛来する。コジュケイは大隅地区のいたるところでみられ，キジは平地部，コシジロヤマドリ

は山地部で一般的である。「レッドデータブック」の希少種としてコシジロヤマドリがある。

．シジロヤマドリは鹿児島県(1987)の記録で垂水市鹿大高隈演習林岳野1960.11.15：罰1羽・

早3羽j＝同高隈演習林歩道1972.5.21：早1羽，同同高隈演習林旧事務所1971.11.23：旱1羽，

大隅湖畔1986.2.14：31羽，田代町麓1984.1.20：31羽がある。大隅ブロック野鳥の会(1997）

の記録では内之浦町大浦1995.5.10:1羽(抱卵中）がある。

⑧ツル目

大隅地区ではクイナ科のバンは留鳥である。大隅地区ではツル科のクロヅル，ナベヅルの記録

がある。1927年に曽於郡野方村における鶴の飛来調査(第1回）が行われたことが博物同志会報

1巻1号に記載されていることから，これまでに野方はツルの飛来地であったことがうかがえる。

極最近になりナベヅルの飛来記録が出た。クイナの仲間ではクイナ，ヒクイナ，バン，ツルクイ

ナ，オオバンの記録がある。「レッドデータブック」の危急種としてナベヅル，希少種としてク

ロヅルがある◎

ナベヅルは大隅ブロック野鳥の会(1997)の最近の記録で鹿屋市寿上空1996.11.17：15羽（群飛

翔)，鹿屋市下高隈町1996.11.24：1羽，串良町有里1997.1.26：1羽がある。

クロヅルは串良町有里平和公園1973.11.18：1羽(幼烏）の記録がある。

⑨チドリ目

チドリ類のコチドリ・イカルチドリ・シロチドリ。シギ類のイソシギが留鳥とされている。

大隅地区の河川の河口部や平野部には沢山の種類のシギ・チドリ類が飛来する。これまでにチ

ドリ科のハジロコチドリ，コチドリ，イカルチドリ，シロチドリ，メダイチドリ，ムナグロ，ダ

イゼン，ケリ，タゲリ。シギ科のキョウジョシギ，トウネン，ハマシギ，オバシギ，ミユビシギ，
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ヘラシギ，エリマキシギ，キリアイ，アオアシシギ，クサシギ，タカブシギ，キアシシギ，イソ

シギ，ソリハシシギ，ダイシヤクシギ，ホウロクシギ，チユウシャクシギ，ヤマシギ，タシギ，

アオシギ。セイタカシギ科のセイタカシギ。ヒレアシシギ科のアカエリヒレアシシギ。ツバメチ

ドリ科のツバメチドリ。カモメ科のユリカモメ，セグロカモメ，オオセグロカモメ，シロカモメ，

カモメ，ウミネコ､，グロカモメ,､ハジロクロハラアジサシ，クロハラアジサシ，ハシブトアジ

サシ，ベニアジサシ，エリグロアジサシ，アジサシ，セグロアジサシ，コアジサシの記録がある。

ウミスズメ科のウミスズメやカンムリウミスズメは鹿屋市古江沖，大根占沖でみられる。

上記のチドリ目の中で「レッドデータブック」では，危急種にカンムリウミスズメ。希少種の

ホウロクシギ，セイタカシギ，ツバメチドリ，ベニアジサシ，エリグロアジサシ，コアジサシウ

ミスズメがある。

カンムリウミスズメは鹿児島県(1987)の記録で大根占沖1984.4.23：2羽がある。

ホウロクシギは大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録で大崎町菱田川河口1996.3.20:10羽確認

がある。

セイタカシギは大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録で肝属川河口1996.5.25：2羽，肝属川中

流域1995.4：確認。

ツバメチドリは鹿児島県(1987)の記録で東串良柏原海岸1974.10.9:2羽がある。大隅ブロッ

ク野鳥の会(1997)の記録では鹿屋市野里町1995.9：2羽，鹿屋市自衛隊基地1996.6.22：32羽(繁

殖がみられる）がある。

ベニアジサシは殆どは南西諸島以南の鳥であるが，大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録では志

布志町安楽川河口部1996.6.26：数羽確認。

エリグロアジサシは殆どは南西諸島以南の鳥であるが，大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録で

は志布志町安楽川河口部1996.6.26:20羽確認。

コアジサシは大隅ブロック野鳥の会(1997)の記録では，志布志町安楽川河口部で毎年4月から

7月にかけて繁殖活動が確認されている。

⑩ハト目

大隅地区ではハト類ではキジバト，アオバトが留鳥である。「レッドデータブック」の危急種

そして国指定の天然記念物のカラスバトがあるが，大隅地区での記録は現在のところ無い。

⑪ホトトギス目

ホトトギス類には留鳥はない。大隅地区ではホトトギス科ジユウイチ，カッコウ，ツツドリ，

ホトトギスの記録がある。

⑫フクロウ目

大隅地区ではフクロウ類のフクロウ，オオコノハズクが留鳥である。渡り鳥としてコミミズク，

コノハズク，アオバズクの記録がある。

⑬ヨタカ目

大隅地区ではヨタカ科ヨタカが夏鳥として渡って来る。

⑭アマツバメ目

大隅地区ではアマツバメ類のヒメアマツバメが留鳥である。渡り鳥としてハリオアマツバメ，

アマツバメの記録がある。

⑮ブッポウソウ目

大隅地区ではブッポウソウ目カワセミ科でヤマセミ，カワセミが留鳥である。夏烏としてアカ
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シヨウビンが渡来する。また，1996年6月23日，ヤマショウビンの写真撮影に大隅ブロック野鳥

の会の山下孝氏が成功し，新聞を賑わした。

⑯キツツキ目

キツツキ類ではアオゲラ，オオアカゲラ，コゲラが留鳥である。コゲラは一般的であるが，他

のキツツキは少ない。渡り鳥のアリスイの記録もある。

⑰スズメ目

スズメ目のなかの留鳥はヒバリ科のヒバリ。セキレイ科のキセキレイとセグロセキレイ。ヒヨ

ドリ科のヒヨドリ。モズ科のモズ。カワガラス科のカワガラス。ミソサザイ科のミソサザイ。ヒ

タキ科ツグミ亜科のイソヒヨドリとトラツグミ，ヒタキ科ウグイス亜科のウグイスとセッカ。シ

ジュウカラ科のコガラ，ヒガラ，シジュウカラ，ヤマガラ。ゴジュウカラ科のゴジュウカラ。エ

ナガ科のエナガ。メジロ科のメジロ。ホオジロ科のホオジロ，ホオアカ。アトリ科のカワラヒワ。

ハタオリドリ科のスズメ。ムクドリ科のムクドリoカラス科のカケス，ハシポソガラスそしてハ

シブトガラスがある。

上記の留鳥以外の烏で，大隅地区に渡り鳥として渡来，または立ち寄るスズメ目の烏を列記す

るとツバメ科のツバメ，イワツバメ。セキレイ科のツメナガセキレイ，ハクセキレイ，ビンズイ，

ムネアカタヒバリ，夕ヒバリ。サンショウクイ科のサンショウクイ。レンジャク科のキレンジヤ

ク，ヒレンジヤク。ミソサザイ科のミソサザイ。ヒタキ科のコマドリ，ノゴマ，コルリ，ルリビ

タキ，ジョウビタキ，ノビタキ，アカハラ，シロハラ，マミチヤジナイ，ツグミ，ヤブサメ，オ

オヨシキリ，メボソムシクイ，センダイムシクイ，キクイタダキ，キビタキ，オジロビタキ，オ

オルリ，サメビタキ，エゾビタキ，コサメビタキ，サンコウチョウ。ツリスガラ科のツリスガラ。

ホオジロ科のコホオアカ，カシラダカ，ミヤマホオジロ，ノジコ，アオジ，クロジ。アトリ科の

アトリ，マヒワ，ウソ，コイカル，イカル，シメ。ハタオリドリ科のニュウナイスズメ。ムクド

リ科のコムクドリ。カラス科のコクマルガラス，ミヤマガラスがある。

(3)大隅地区における鳥類の生息状況の特徴

大隅地区の鳥類に関する特性はワシタカ類の渡りが第一にあげられる。特に秋の10月から11月

にかけての渡りのシーズンになると，日本列島を南下してきたワシタカ類は大隅半島を縦断し佐

多岬上空を通過し南西諸島へと渡っていく。大隅ブロック野鳥の会の岩元氏らによる長期間の観

察例から，渡りでみられるワシタカ類はサシバ，ハチクマ，ツミ，ハイタカ，オオタカ，ケアシ

ノスリ，オオノスリ，ハヤブサ，チゴハヤブサ，チョウゲンボウ，．チョウゲンボウ，オジロワ

シ，チュウヒ，ハイイロチュウヒ，アカハラダカ，カラフトワシ，ミサゴの17種がある。

最も多い種はサシバであるが，渡りの時期に，サシバと行動を共にして混群として渡る種と，

サシバ等の群に混じらず単独で渡っていくというような特性がみられる。サシバの群れに混じり

行動する種は，ハチクマ，ツミ，ハイタカがある。サシバの群に混じらず単独行動をとる種に,

オオタカ，ノスリ類（ケアシノスリ,オオノスリ)，ハヤブサ類（ハヤブサ，チゴハヤブサ，チヨ

ウゲンボウ，．チョウゲンボウ）がある。また，留鳥とされるミサゴも少数であるがこの時期に

南下する個体がみられる。

大隅地区は太平洋に面していることもあり，台風や前線等の気象異常でグンカンドリ類やアジ

サシ類が飛来することもある。1996年6月25日にヤマショウビンが観察されている。また，1996

年には鹿屋市近隣でナベヅルの15羽の群飛行が観察され，一羽単位であるが別個体とおもわれる
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ナベヅルが大隅地区の数カ所でで観察された。

レッドデータブックの希少種に掲載されている種のなかで繁殖が確認きれているものもあり，

志布志湾沿岸で800羽というコアジサシの繁殖コロニー，鹿屋市の自衛隊基地内ではツバメチド

リの繁殖が特記すべきものであり，その他にミサゴ，チュウサギの繁殖もみられる。

謝辞：大隅地区での野烏チェックリスト並びにレッドデータブック記載の重要種についての詳細

な資料提供をいただいた，岩元幸生氏・牧尾美由紀氏をはじめ，大隅ブロック野鳥の会会員の皆

様に心から感謝する。
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表1．大隅地区で確認される鳥類（大隅ブロック野鳥の会資料）

目・科・種

カイツブリ目

カイツブリ科

カイツブリ，ハジロカイツブリ，ミミカイツブリ，アカエリカイツブリ，カンムリカイツ

ブリ

ミズナギドリ目

ミズナギドリ科

オオミズナギドリ，ハシボソミズナギドリ

ペリカン目

カツオドリ科

カツオドリ

ウ科

カワウ，ウミウ

グンカンドリ科

オオグンカンドリ，コグンカンドリ
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コウノトリ目

サギ科

ヨシゴイ，ミゾゴイ，ゴイサギ，ササゴイ，アマサギ，ダイサギ，チユウサギ，コサギ，

アオサギ

トキ科

ヘラサギ，クロツラヘラサギ

カモ目

カモ科

コハクチョウ，ツクシガモ，オシドリ，マガモ，カルガモ，コガモ，トモエガモ，ヨシガ

モ，オカヨシガモ，ヒドリガモ，オナガガモ，シマアジ，ハシビロガモ，ホシハジロ，ア

カハジロ，キンクロハジロ，スズガモ，ウミアイサ，カワアイサ

タカ目

タカ科

ミサゴ，ハチクマ，トビ，オジロワシ，オオタカ，アカハラダカ，ツミ，ハイタカ，ケア

シノスリ，オオノスリ，ノスリ，サシバ，クマタカ，カラフトワシ，チユウビ

ハヤブサ科

ハヤブサ，チゴハヤブサ，．チョウゲンボウ，チョウゲンボウ

キジ目

キジ科

ウズラ，コジュケイ，ヤマドリ，キジ

ツル目

クイナ科

クイナ，ヒクイナ，バン，ツルクイナ，オオバン

チドリ目

チドリ科

ハジロコチドリ，コチドリ，イカルチドリ，シロチドリ，メダイチドリ，ムナグロ，ダイ

ゼン，ケリ，タゲリ

シギ科

キョウジョシギ，トウネン，ハマシギ，オバシギ，ミユビシギ，ヘラシギ，アオアシシギ，

クサシギ，タカブシギ，キアシシギ，イソシギ，ソリハシシギ，ダイシヤクシギ，ホウロ

クシギ，チュウシャクシギ，ヤマシギ，タシギ，アオシギ

セイタカシギ科

セイタカシギ

ツバメチドリ科

ツバメチドリ

カモメ科

ユリカモメ，セグロカモメ，オオセグロカモメ，シロカモメ，カモメ，ウミネコ，ズグロ

カモメ，ハジロクロハラアジサシ，クロアジサシ，アジサシ，ベニアジサシ，エリグロア

ジサシ，コアジサシ

ハト目
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ハト科

キジバト，アオバト

ホトトギス目

ホトトギス科

ジュウイチ，カッコウ，ツツドリ，ホトトギス

フクロウ目

フクロウ科

コミミズク，コノハズク，オオコノハズク，アオバズク，フクロウ

ヨタカ目

ヨタカ科

ヨタカ

アマツバメ目

アマツバメ科

ハリオアマツバメ，ヒメアマツバメ，アマツバメ

ブ.ツポウソウ目

カワセミ科

ヤマセミ，ヤマショウビン，アカショウビン，カワセミ

キツツキ目

キツツキ科

アリスイ，アオゲラ，オオアカゲラ，コゲラ

スズメ目

ヒバリ科

コヒバリ，ヒバリ

ツバメ科

ツバメ，イワツバメ

セキレイ科

ツメナガセキレイ，キセキレイ，ハクセキレイ，セグロセキレイ，

ヒバリ，タヒバリ

サンショウクイ科

サンショウクイ

ヒヨドリ科

ヒヨドリ

モズ科

チゴモズ,モズ，アカモズ，オオカラモズ

レンジャク科

キレンジヤク，ヒレンジャク

カワガラス科

カヮガラス

ミソサザイ科

ミソサザイ
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ヒタキ科

コマドリ，コルリ，ルリビタキ，ジヨウビタキ，ノビタキ，イソヒヨドリ，トラツグミ，

アカハラ，シロハラ，マミチヤジナイ，ツグミ，ヤブサメ，ウグイス，オオヨシキリ，メ

ボソムシクイ，センダイムシクイ，キクイタダキ，セッカ，キビタキ，オジロビタキ，オ

オルリ，サメビタキ，エゾビタキ，コサメビタキ，サンコウチョウ

エナガ科

エナガ

ツリスガラ科

ツリスガラ

シジュウカラ科

コガラ,ヒガラ，ヤマガラ，シジュウカラ

ゴジュウカラ科

ゴジュゥヵラ

メジロ科

メジロ

ホオジロ科

ホオジロ，ホオアカ，コホオアカ，カシラダカ，ミヤマホオジロ，ノジコ，アオジ，クロ

ジ

アトリ科

アトリ，カワラヒワ，マヒワ，ウソ，コイカルウイカル，シメ

ハタオリドリ科

ニユウナイスズメ，スズメ

ムクドリ科

コムクドリ，ムクドリ

カラス科

カケス，コクマルガラス，ミヤマガラス，ハシボソガラス，ハシブトガラス

(執筆者：鮫島正道）
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10大隅の哺乳類相

(1)大隅の哺乳類の概要

哺乳類はそれぞれの習性から森林から平野部や耕作地などの環境を選び，それに適応しながら

生きている。

哺乳類の中で大隅地区だけに生息するというような固有の種はなく，また，環境庁の編纂した

｢レッドデータブック」（日本の絶滅のおそれのある野生生物）の掲載種もない。しかし，稲尾岳

はヤマネの生息の南限である。

大隅の哺乳類相に関しては環境庁(1993)により，鹿児島県内の生息種について概要をつかむこ

とが出来る。本報告では肝属川水系の哺乳類相については，筆者らによる建設省(1994)の報告と

鹿児島県立博物館の自然調査(1996)の結果をもとに記述する。

今回の調査対象市町村は，曽於郡の大隅町，輝北町，財部町，末吉町，松山町，志布志町，有

明町，大崎町の8町。肝属郡の垂水市，鹿屋市，串良町，東串良町，内之浦町，高山町，吾平町，

大根占町，根占町，田代町，佐多町の2市9町である。

(2)哺乳類相の概説

日本の哺乳類の分布状況は両生類・爬虫類と似ているが，移動能力や環境適応に限界があり，

地域を限って生息・分布する種も多い。

哺乳類は種類数も少なく，生息数も少ない。また，夜行性ということもあり，あまり目立たな

い存在である。

現在，大隅に生息するとされる哺乳類にはジネズミ，ヒミズ，コウベモグラ，キクガシラコウ

モリ，コキクガシラコウモリ，ノレンコウモリ，アブラコウモリ，ニホンユビナガコウモリ，ニ

ホンザル，ノウサギ，ムササビ，ヤマネ，アカネズミ，ヒメネズミ，カヤネズミ，ハツカネズミ，

クマネズミ，ドブネズミ，タヌキ，キツネ，テン，イタチ，アナグマ，ニホンイノシシ，ニホン

ジカがあげられる。

今回は分類段階の目のグループごとに，既存の関係資料と文献を参考にし，一部に筆者の知見

を加え，鹿児島県の大隅の哺乳類相について概説する。

①モグラ目（食虫目）

a・ジネズミ（サイゴクジネズミ）

ジネズミはトガリネズミ科に属し，本県産のジネズミは亜種としてサイゴクジネズミとし

て分類される。鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。住宅街

をはじめ，河畔，水辺，農耕地周辺のヤブ，低山帯の低木林などに生息し，小型昆虫類やク

モ類，ムカデなども捕食する。特に廃材を積み上げたりしている場所や，大型のゴミを長期

間放置した場所の周辺に多い。

3～4頭の仔を産み，寿命は1年余りと考えられる。

b.ヒミズ

ヒミズはモグラ科に属する小型のモグラで，モグラと比較して前肢は極端に貧弱である。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。

通常底山帯の草原，低木林に多くみられ，特に，落ち葉が積もった場所等を好み，半地下
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性の生活をしている。筆者らの哺乳類トラップ調査時に，地表面に設置したネズミのトラッ

プに2頭がかかったことがある。このことから，地表面にも出現することがわかる。集落内

でもみられ，ネコにしばしば捕らわれることがある。小型昆虫類やミミズ，クモ類，ムカデ

類，植物種子などを採食する。

春に1回繁殖し,2～5頭の仔を産み，寿命は3年余りである。

c・コウベモグラ

コウベモグラはモグラ科に属する。前肢はショベル状になり頑丈に出来ている。鹿児島県

ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。

生息環境は低地の草原や，農耕地から山地の森林にまで分布する。今回の1996年夏の稲尾

岳の調査では，稲尾岳(959）の頂上付近や稜線で多くのモグラトンネル，モグラ塚がみられ

た。一般的には湿潤で，土壌の深い平野部で最も生息密度が高い。肝属川の河川敷のいたる

所に，モグラ塚やモグラトンネルのフィールドサインがみられる。

食性は昆虫類とミミズ類を主に捕食するが，ムカデ類，ヒル類，植物種子なども採食する。

通常春に1回繁殖し，2～6頭の仔を産み，寿命は6年余りである。

②コウモリ目（翼手目）

コウモリ類は環境庁(1993)によれば，大隅地区にはキクガシラコウモリ，コキクガシラコウモ

リ，ノレンコウモリ，アブラコウモリ，ニホンユビナガコウモリが生息しているようである。こ

の中で最も一般的なキクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，アブラコウモリについて記述

する。

a、キクガシラコウモリ

キクガシラコウモリはキクガシラコウモリ科に属している。前腕長56～65mm,頭胴長63~

82mm,尾長28～45mm,体重17～35g,褐色系の体毛をもつ。鹿児島県ではほとんど全域に分

布していて，大隅地区でも普通にみられる。また，コキクガシラコウモリと同じように，洞

穴内で最も一般的なコウモリの一つである。

昼間は洞穴で50～数百頭の大きな集団で休息することが知られている。鹿児島県内，およ

び大隅地区の場合，シラス台地に掘られた防空壕後や空き家，岩の割れ目の穴などに2～5

頭程度の小集団でみられる事が多い。採餌は夜であるが，おもに洞から飛び立ってから2時

間の間に集中されることが判っている。河川，平地，小丘陵，森林，草原などが餌場である。

初夏に1仔を産む。寿命は長く，20年以上生存する個体も知られている。

b.コキクガシラコウモリ

コキクガシラコウモリはキクガシラコウモリ科に属している。前腕長36～44mm,頭胴長35

~50mm,尾長16～26mm,体重4.5～9g,褐色系の体毛をもつ。鹿児島県ではほとんど全域に

分布し，大隅地区でも普通にみられる｡また，キクガシラコウモリと同じように，洞穴内で

最も一般的なコウモリの一つである。

昼間は洞穴で百頭を越える大きな集団で休息することが知られている。鹿児島県内，およ

び大隅地区の場合，シラス台地に掘られた防空壕後や空き家，岩の割れ目の穴などに2～5

頭程度の小集団でみられる事が多い。採餌は夜であるが，おもに洞から飛び立ってから2時

間の間に集中されることが判っている。河川では水面近く，小丘陵地帯では地表面近くの場

所での採餌が観察されている。

夏に1仔を産む。晩秋に冬眠に入り，初春に目覚め活動をするとされるが，鹿児島県内の
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場合，冬季の洞穴内の冬眠状態を日を変えて観察したが，日によりいなくなったり，ぶら下

がった場所が大きく変わっていたりしており，冬でも暖かい日には行動していることが推察

される。

c、アブラコウモリ

アブラコウモリはヒナコウモリ科に属している。前腕長30～37mm,頭胴長41～60mm,尾長

29～45mm,体重5～10g,黒褐色，暗灰褐色系の体毛をもつ。鹿児島県ではほとんど全域に

分布し，大隅地区でも普通にみられる。

昼間の隠れ家は家屋で,数頭から,多いものになると100頭の個体が集団をつくることも
知られている。飛翔している昆虫を捕食，日没後2時間く、らいで満腹になるようであるが，

隠れ家に帰るのは日の出前といわれている。

初夏に1～3仔を産む。寿命は雌で5年，雄で3年ということが知られている。

③サル目（霊長目）

a、二ホンザル

ニホンザルはオナガザル科に属している。雄のほうが大きく，頭胴長53～60cm,尾長8～

12cm,体重10～18kg,雌は頭胴長47～55cm,尾長7～10cm,体重8～16kgである。毛の色は

茶褐色ないしは灰褐色で，腹と手足の内側はやや白い。

昼行性で，主に常緑広葉樹林，落葉広葉樹林に生息し，数頭の雄生体ことが知られている。

鹿児島県内では薩摩半島にやや空白がみられるが，大隅地区では多い。特に高隈山系の高隈

山や肝付山系の稲尾岳周辺に多く，佐多町，内之浦町の太平洋岸に面した常緑広葉樹林を通

る県道などには，サルの糞が多数確認できる。

食性は雑食性であるが量的には植物性が多い。出産期は春から夏で，普通1仔を産む。

④ウサギ目

a・ノウサギ（キュウシュウノウサギ）

鹿児島県内に生息するノウサギはウサギ科ノウサギで，さらに亜種としてキユウシユウノ

ウサギに分類される。頭胴長43～54cm,尾長2～5cm,耳長6～8cm,後足長12.2～16.5cm,

体重1.3～2.5kgである。毛の色は腹が白色である以外ほぼ全身茶褐色で，耳の先端が黒い。

夜行性で，巣はつくらない。鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみ

られる。森林，草原，耕作地など様々 な環境にみられるが，低山から山地帯に多い。植物食

性で，多くの植物の葉，芽，枝，樹皮を採食する。林業・農業にとっては，害をおよぼすこ

ともある。

早春から秋まで連続して数回の出産を繰り返すといわれ，ふつう2仔が多い。

⑤ネズミ目（げっ歯目）

a，ムササビ

ムササビはリス科に属している。頭胴長27～49cm,尾長28～41cm,体重700～1500gである。

最大の形態的特徴は皮膜という特殊な膜が，首から前肢・後肢・尾の間に発達する。一般的

に背面は褐色系で，腹面は白い。

低地から亜高山帯までの天然林，発達した二次林などに生息する。鹿児島県ではほとんど

全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。夜行性で樹上活動が主である。巣は大木の樹

洞につくる。食性は植物食で木の芽や花，果実，木の実を採食する

冬と初夏に交尾し，春と秋に出産する。通常2仔が多い。
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b.ヤマネ

ヤマネはヤマネ科に属している。頭胴長68～84mm,尾長44～54mm,後足長16～17mm,体重

は夏は14～20gである。冬眠前に体重は約二倍に増加することがわかっている。国の天然記

念物に指定されている動物であり，また，冬眠をする動物としても有名である。

鹿児島県では北薩の国見山系，霧島山系と大隅地区の高隈山系，肝付山系で，山地帯から

亜高山帯の成熟した森林に生息する。夜行性で，おもに樹上で生活する。果実，種子を食べ

るが，昆虫，小烏の卵，小動物なども食べることが観察されている。

春に出産するが，一部の個体は秋に出産することもある。通常3～5仔が多い。

c・アカネズミ

アカネズミはネズミ科に属している。頭胴長80～140mm,尾長70～130mm,後足長22～26mm,

体重は20～60gである。背面は褐色から燈褐色で腹面は白色である。

鹿児島県ではほとんど全域に分布していて，大隅地区でも普通にみられる。低地から高山

帯まで広く分布し，森林にも生息するが，河川敷の藪や草地に数多くみられる。大隅地区の

一級河川である肝属川の上流から河口までの全地区で，トラップ調査によって確認され，最

も多い野鼠である。

植物食で，植物の根茎部，木の実，種子などを主に食べるが，昆虫も食べる。秋から春に

かけて出産する。通常3～8仔である。

d.ヒメネズミ

ヒメネズミはネズミ科に属している。頭胴長65～100m,尾長70～110mm,後足長18～21mm,

体重は10～20gである。胴の長さより尾の長さがやや勝っている（尾長率100%以上)。背面

は栗色で腹面は白色である。

鹿児島県ではほとんど全域に分布していて，大隅地区でも普通にみられる。低地から高山

帯まで広く分布し，極相林の特徴である落ち葉や枯れ枝が厚く積もった環境を好み，木登り

が上手で半樹上生活をする。

おもに種子，果実，地面を這う虫なども食べる。秋から春にかけて出産する。通常4仔<、

らいである。

e、カヤネズミ

カヤネズミはネズミ科に属している。頭胴長50～80mm,尾長61～83mm,後足長14～16mm,
体重は7～14gである。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。通常，低地の草地，

水田，畑，休耕地，沼沢地などに生えたイネ科の植物が密生したところに多く見られる。小

鳥が作るような球形の巣を地上高<に作る習性をもっている。肝属川の河川敷内の草地で多

く見かける。春と秋に出産する。通常2～8仔が多い。

f.ハツカネズミ

ハツカネズミはネズミ科に属している。汎世界的分布の種である。頭胴長57～91mm,尾長

42～80mm,後足長13～17m,体重は9～23gである。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。通常，家屋，水田，

畑，河川敷，荒れ地，砂丘地などに生息している。野草から栽培した野菜や昆虫などを捕食

する。

春と秋に明瞭な繁殖期をもつ。通常5仔前後が多い。
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g.クマネズミ

クマネズミはネズミ科に属している。汎世界的分布の種である。頭胴長150～240mm,尾

長150～260mm,後足長22～35mm,体重は150～200gで，尾長は頭胴長よりやや長い傾向があ

る。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。通常，家屋の天井裏

など比較的に乾燥した所に生活している。食物は種・実などの植物質が多く，動物質の餌の

比率は少ない。

夏が繁殖期で，胎児数は2～10,平均5仔く、らいが多い。

h.ドブネズミ

ドブネズミはネズミ科に属している。汎世界的分布の種である。頭胴長110～280mm,尾長

175～220mm,後足長27～42mm,体重は40～500gで，尾長は頭胴長よりやや短い傾向がある。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。主に下水，台所の流

し，ごみ捨て場など比較的湿った場所を好む。食物は動物質の餌を比較的多く食べる。

春から夏が繁殖期で，胎児数は1～18,平均8仔く、らいが多い。

⑥ネコ目（食肉目）

a，タヌキ

タヌキはイヌ科に属している。北海道から九州まで広く生息している。頭胴長50～60cm,

尾長15cm,体重は3～5kgである。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。住宅地周辺から山地

まで広く生息している。食物は鳥類，野鼠，昆虫，野生果実類などを採食する。排泄物を特

定の場所に集中きせる「ダメ糞」の習性がある。

春に3～5頭を出産する。秋まで家族群で生活する。

b.キツネ

キツネはイヌ科に属している。北海道から九州まで広く生息している。頭胴長60～75cm,

尾長40cm,体重は4～7kgである。

鹿児島県では生息範囲が減少してきており，大隅地区で稀に見かけるだけになった。主に

山地に生息している。食物は烏類，野鼠，昆虫，野生果実類なども採食する。

春に平均4頭を巣穴の中で出産する。夏まで家族群で生活する。

c・テン

テンはイタチ科に属している。本州から九州まで広く生息している。頭胴長45cm,尾長19

cm，体重は1～1.5kgである。耳介がイタチよりハッキリと確認出来る。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。樹上空間を利用する

ことが多く，森林を生息地とする。食物は鳥類，野鼠，両生類，爬虫類，昆虫，野生果実類

なども採食する。

初夏に樹洞などに簡単な巣を作り，2～4頭の仔を産む。

d・イタチ

イタチはイタチ科に属している。本州から九州まで広く生息している。頭胴長は雄で27～

37cm,雌で16～25cm,尾長は雄で12～16cm,雌7～9cm,雄と雌の体型の差が極端である。

鹿児島県ではほとんど全域に分布していて，大隅地区でも普通にみられる。土穴をなどを

巣とする。食物はカエル類，烏類，野鼠，昆虫，カニなども採食する。
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平均3～5頭の仔を産む。

e・アナグマ

アナグマはイタチ科に属している。本州から九州まで広く生息している。頭胴長51cm,尾

長14cm,体重は2kg程度である。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。住宅地周辺から山地

まで広く生息している。トンネルを掘り，集団で生活する。食物は土壌動物や小動物をおも

に捕食し，野生果実類なども採食する。

春に3～5頭を出産する。秋まで家族群で生活する。

⑦ウシ目（偶蹄目）

a、イノシシ

イノシシはイノシシ科に属している。本州から九州まで分布するが，積雪日数が70日を越

える東北・北陸地方などには分布しない。雄で頭胴長110～160cm,体重は50～150kg程度で，

性的二型が認められ，雌の体のサイズは雄より小さい。

鹿児島県ではほとんど全域に分布し，大隅地区でも普通にみられる。常緑広葉樹林，落葉

広葉樹林，里山の二次林，低山帯と隣接する水田，農耕地，平野部に広く分布する。食性は

雑食性で植物質・動物質と，なんでも食べる。

出産期は春から秋で，平均5頭く．らいを出産する。

b.ニホンジカ（キュウシュウジカ）

ニホンジカはシカ科に属している。北海道から九州まで分布する。九州産のシカはキュウ

シュウジカの亜種に分類されている。頭胴長は雄で90～190cm,雌で90～150cm。体重は雄で

50～130kg,雌で25～80kgである。

鹿児島県では北部の北薩地区や霧島地区に多い。大隅地区にも多少ではあるが生息してい

る。主に常緑広葉樹林，落葉広葉樹林に生息し，森林から完全に離れて生活することはない。

パッチ状に草地が入り込んだ森林地帯に多く生息する。食性は下生えの木の葉が主である。

出産期は5月下旬～7月上旬で，通常1仔を産む。
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